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真
剣
に
生
き
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な

い
、
努
力
を
重
ね
て
物
事
を
達
成
し
た

こ
と
も
な
い
。
三
十
代
後
半
ま
で
中
途

半
端
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
と
い
う
池

間
さ
ん
に
と
っ
て
、
ゴ
ミ
捨
て
場
の
子

ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
は
、
そ
れ
ま
で

の
生
き
方
を
す
べ
て
破
壊
す
る
く
ら
い

の
衝
撃
で
し
た
。
そ
し
て
「
真
剣
に
生

き
な
け
れ
ば
」
と
心
の
底
か
ら
思
い
、「
自

分
を
変
え
る
」
こ
と
を
決
意
、
ア
ジ
ア

の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
と
一
生
つ
き
合

っ
て
い
く
こ
と
を
自
分
に
誓
い
ま
し
た
。

世
界
の
人
口
の
約

％
、
５
０
億
の

80

人
々
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

貧
し
い
国
々
、
開
発
途
上
国
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
６
億
人
の
人
々

は
、
今
日
一
日
の
食
べ
物
す
ら
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
餓
死
寸
前
の
状

態
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
買

う
こ
と
が
で
き
な
い
、
き
れ
い
な
水
を

飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
、
小
さ
な
薬
さ

え
も
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
ん
な

貧
し
さ
が
原
因
で
、
慢
性
的
な
栄
養
不

良
で
抵
抗
力
が
ま
っ
た
く
な
い
た
め
、

２
秒
に
一
人
が
死
ん
で
い
き
ま
す
。
一

日
に
４
万
人
以
上
の
人
が
死
ん
で
い
く

と
い
う
現
実
を
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
よ
そ
ご

と
だ
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
の
問
題
は
、
私
た
ち
豊
か
な

国
と
も
非
常
に
関
係
の
あ
る
こ
と
だ
か

ら
で
す
。

貧
し
い
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
「
お
手

伝
い
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
そ
う
で
す
。

３
歳
に
な
れ
ば
ゴ
ミ
捨
て
場
で
の
作
業

な
ど
の
「
仕
事
」（
一
日
中
働
い
て

円
50

ほ
ど
）
が
で
き
る
の
で
、
家
庭
を
助
け

る
た
め
に
皆
自
分
か
ら
働
く
の
だ
そ
う

で
す
。
学
校
へ
行
き
た
い
、
先
生
に
な

り
た
い
と
い
う
夢
を
持
つ
子
も
多
い
そ

う
で
す
。

初
め
て
見
る
弁
当
の
ご
ち
そ
う
を
前

に
、
誰
も
が
手
を
付
け
ず
に
全
員
が
家

族
の
た
め
に
持
ち
帰
る
子
ど
も
た
ち
。

モ
ン
ゴ
ル
で
真
冬
の
極
寒
マ
イ
ナ
ス
30

℃
の
な
か
で
マ
ン
ホ
ー
ル
で
生
き
抜
く

ホ
ー
ム
レ
ス
の
子
ど
も
た
ち
「
マ
ン
ホ

ー
ル
・
チ
ル
ド
レ
ン
」。
親
が
生
き
て
い

く
た
め
に
売
ら
れ
て
い
く
少
女
た
ち
。

（
多
く
は
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
死
ん
で

い
く
そ
う
で
す
）

鉛
筆
も
ノ
ー
ト
も
、

教
科
書
さ
え
も
な
い
の
に
、
屋
外
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
必
死
で
学
ぼ
う

と
す
る
子
ど
も
た
ち
。
１
０
歳
の
時
、

地
雷
を
踏
ん
で
右
足
を
失
い
、「
足
を
失

っ
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
真
剣
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
今
の
幸
せ
が
あ
る
ん
で
す
」
と

語
る
義
足
の
夫
婦
・
・
・
。

世
界
人
口
が
約
６
８
億
人
。
そ
の
中

で
私
た
ち
の
よ
う
に
豊
か
な
国
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
暮
ら

し
て
い
る
人
は
世
界
人
口
の
う
ち

％
20

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
貧
し
さ
で
死
ん
で
い

く
人
々
が
こ
ん
な
に
も
い
る
の
か
と
世

界
の
食
糧
問
題
が
語
ら
れ
ま
す
が
、
実

は
全
体
で
食
べ
て
い
け
る
だ
け
の
食
料

は
１
０
０
％
あ
り
、
豊
か
な
国
に
住
ん

で
い
る
２
割
の
人
間
が
世
界
の
食
糧
の

７
割
近
く
を
食
べ
て
い
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
食
糧
が
あ
る
か
な
い
か
の
問
題

で
は
な
く
、「
分
け
方
」
の
問
題
な
の
で

す
。
日
本
人
の
食
卓
に
出
て
く
る
食
糧

の
、
な
ん
と
２
割
か
３
割
は
残
飯
と
し

て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
カ
ロ

リ
ー
で
計
算
す
る
と
、
７
千
万
か
ら
８

千
万
も
の
人
々
が
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
日

本
人
は
、
食
べ
物
を
大
切
に
し
て
き
た

国
民
で
す
。
今
一
度
、
ま
ず
大
人
た
ち

が
そ
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
池
間

先
生
の
、
映
像
を
交
え
た
こ
う
し
た
お

話
を
聴
く
と
子
ど
も
た
ち
は
衝
撃
を
受

け
ま
す
。
飢
え
で
死
ぬ
と
い
う
、
自
分

た
ち
の
知
ら
な
い
世
界
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
そ
し
て
考
え
込
み
ま
す
。
そ
の

気
づ
き
こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。
池
間

先
生
が

年
間
こ
の
活
動
を
続
け
て
き

20

た
理
由
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

途
上
国
の
貧
し
い
劣
悪
な
環
境
の
中
で
、

ひ
た
む
き
に
一
生
懸
命
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
で
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
な

４
つ
の
戒
め

①
心
か
ら
尊
敬
す
る
こ
と

「
あ
げ
る
、
し
て
あ
げ
る
」
と
い
っ
た

現
場
で
の
上
か
ら
目
線
を
一
切
取
り
除

き
、
現
地
で
人
々
を
心
か
ら
尊
敬
す
る

②
知
る
こ
と
も
大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
日
の
よ
う
に
貧
し
さ
で
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
て
い
く
現
実
、
そ
こ
で
一
生
懸

命
に
生
き
抜
い
て
い
る
人
た
ち
が
い
る

と
知
る
こ
と

③
少
し
だ
け
分
け
る
こ
と

自
分
の
優
し
い
心
を
少
し
だ
け
分
け
る

こ
と
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
１
％
だ
け
で

い
い
、
少
し
だ
け
何
か
を
我
慢
し
て
分

け
る
心
が
大
切

④
最
も
大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

自
分
自
身
が
一
生
懸
命
に
生
き
る
こ
と

あ
れ
だ
け
の
深
刻
な
環
境
の
な
か
で

も
笑
顔
を
失
う
こ
と
な
く
必
死
で
生
き

抜
こ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
か
ら

学
ぶ
こ
と
、
一
生
懸
命
に
生
き
る
か
ら

こ
そ
自
分
の
命
も
他
人
の
命
も
尊
い
と

思
え
る
し
、
真
剣
に
生
き
て
こ
そ
、
人

の
痛
み
や
悲
し
み
は
胸
に
深
く
伝
わ
っ

て
く
る
。
何
よ
り
目
の
前
の
こ
と
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
に
真
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
。
最
も
大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
自
分
自
身
が
一
生
懸
命
に
生
き

る
こ
と
で
す
。

☆
こ
れ
ら
４
つ
の
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
限
ら
ず
、
仕
事
、
学
業
、
家
庭
な

ど
、
生
き
方
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
く

る
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
（
積
み
重
ね
ら
れ
た
ゴ
ミ
が
自
然

発
火
し
、
い
つ
も
煙
が
上
が
っ
て
い
る
＝
だ
か
ら
「
煙
の
山
」
）
で
出
会
っ
た
少
女

は
「
あ
な
た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
私
に
ニ
コ
ニ
コ
と
明
る
い

笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
答
え
ま
し
た
。
「
私
の
夢
は
大
人
に
な
る
ま
で
生
き
る

こ
と
で
す
」
。
先
月
、
池
間
哲
郎
さ
ん
と
い
う
方
の
と
て
も
感
動
的
な
講
演
に

参
加
、
深
く
心
に
響
く
衝
撃
的
な
内
容
で
し
た
の
で
、
「
生
き
る
意
味
」
を
感

じ
と
っ
て
い
た
だ
き
た
く
講
演
及
び
、
書
籍
の
内
容
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

【池間哲郎さん略歴】1954年沖縄県生まれ。出張で訪れた台湾で山

岳民族の貧困と人身売買問題を知ったことをきっかけに、1990年より

アジア各国のスラム街やゴミ捨て場などの貧困地域の撮影・調査・支

援を開始。映像制作会社の経営の傍ら個人で支援活動を続け、1995年

より自らが撮影した映像・写真を用いた講演・写真展を開始。アジア

途上国の貧困地域に生きる人々の姿を通して、一生懸命に生きること

の大切さ・感謝の心・命の尊さを今一度見つめ直そうと伝えていて、

その講演と写真展は3,500回を超える。1999年に立ち上げたNGO沖縄（現

NPO法人アジアチャイルドサポート）は、2002年にNPO法人の認可を受

け、支援の輪をさらに大きく広げている。

・NPO法人アジアチャイルドサポート代表理事

・ＪＡＮ（日本アジアネットワーク）代表者／カメラマン

【 池間さんとサムクムサンという女性 】

彼女は11歳で地雷を踏み右足を失う。

17歳の時、オートバイに跳ねられ生死の

狭間を数ヶ月彷徨う。それでも極貧との

戦いに負けずに義足の不自由な足を引き

ずり懸命に働きながら大学に通った。

「障害者は乞食では生きていけない、自

分で生きていく力の大切さを訴えたい」

とこの度 障害者職業センターを開設する。

☆上記以外の池間さんのお話及び、著書の書籍情報などを少しですがまとめたものが

ありますので、ご希望の方はご連絡いただければお届けいたします。

「
あ
な
た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
？
」
そ
の
時
少
女
は
こ
う
答
え
た･･･

「
私
の
夢
は
大
人
に
な
る
ま
で
生
き
る
こ
と
で
す
」
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「自慢の娘」

ある女性のお父さんが病気で長期間、入院していました。彼女はお見舞い

に行ってあげたいといつも思っていたのですが、仕事が大切なプロジェクト

を任されて忙しかったのと、遠く離れた実家の近くの病院だったので、なか

なか行くことができませんでした。

ある晩、会社から家に帰ると、お父さんが入院している病院から「容態が

悪化したので、すぐに来てください」というメッセージが留守番電話に残さ

れていました。病院に急いで向かいながら彼女は「こんなにすぐに容態が悪

化するなんて思わなかった。何で休みを取って会いに行かなかったのだろう」

と後悔していました。残念ながら、お父さんは彼女が病院に着く前に、亡く

なってしまいました。病院の待合室で彼女が「お父さんに最後に会ってから

もうずいぶんになる。私のことを忘れてしまっていたかもしれない・・・。

もう一度お父さんに会いたかった」と、落ち込んでいると年配の看護婦さん

に、「あなたが○○さんの自慢の娘さんね」と話しかけられました。だまっ

て、頷く彼女に看護婦さんは「お父さんはいつも『私にはかわいい娘がいて

ね。１人遠くでがんばって仕事しているんだよ。これは高校の時に、全国大

会に出場した娘の写真が載った新聞なんだ』と言って新聞の切り抜きを見せ

てくれたのよ・・・」と話しました。

彼女はお見舞いには行けませんでしたが、お父さんの心の支えになってい

たと思います。そして、お父さんが自慢してくれたことが、これからの彼女

の心の支えになると思います。死は人と人を別れさせますが、愛してくれた

気持ちは永遠に残ります。

[大切な人に贈りたい２４の物語（中山和義）]より

私の母の顔は、右の頬一面が大

きくただれています。それはヤケ

ドのアトです。どうしてヤケドを

したのか聞いた事もありましたが、

母はいつも笑いながら、子供の頃

ヤカンをひっくり返してこうなっ

たのだと説明してくれていました。

私は母のヤケドのアトが大嫌いで、

なるべくお友達に見られないよう

に、いつも心を砕いていたのです。

父兄などの集まりの時にも『学

校に来ないでよ』と言い続けて来

ました。一緒に出掛けた時でも、

向こうから友達が来ると私はすー

っと母から離れて、まるで他人の

ような素振りをとって来ました。

私の誕生日はいつも父と母と私

でした。『たまにはお友達を呼んだ

ら？』と母が言ったこともありま

したが ｢そんなこと。恥ずかしく

て呼べないわ｣と私が怒ったので、

翌年からは、母は何も言いません

でした。

「世界一美しい顔」
先月のことです。家庭科の宿題

を置き忘れて来てしまいました。

夕べ遅くまでかかって縫ったのに、

朝寝坊してあわてて家を出てきた

からです。一時間目の途中で気が

がつき、取りに帰ろうか迷ってい

ました。先生のお話もよく耳に入

らぬまま一時間目が終わり休み時

間になりました。｢Ｍ子さん、お母

さんが廊下に来ているよ｣と言われ

た時、｢宿題を届けてくれたんだわ｣

とほっとした気持ちと同時に｢お母

さんの顔がみんなに見られてしま

う｣という気持ちとがごちゃごちゃ

になって｢学校へ来ちゃ駄目って、

あんなに言っておいたでしょう｣と

怒鳴りました。

母はニコニコしながら｢わかって

いるけれど、せっかく夜遅くまで

頑張ったんだもの、困っていると

思って｣ と言いました。私は、風

呂敷包みを乱暴に奪い取って｢そん

なおばけみたいな顔で、いつまで

もいないでよ｣とまた怒鳴り後ろも

振り向かずに教室にかけこんでし

まいました。気の重い、それはと

ても長い一日でした。

その夜、父が ｢Ｍ子、お前に話

しておきたいことがある｣と言われ

静かに話し始めました。｢お前が一

歳の時の冬、近所で火事があり驚

いて飛び起きた時は、火に包まれ

て逃げ場がない。とっさにお前を

毛布ですっぽり包み、しっかり抱

きしめたまま炎の中をくぐって、

やっとのことで表に逃げ出すこと

が出来たんだよ。お母さんの顔を

よく見てごらん。そのヤケドはそ

の時のヤケドなんだよ。｣

私は初めて聞くその話に息も出

来ませんでした。｢今まで本当のこ

とを言わなかったというとね。お

母さんが『私のヤケドがＭ子を助

ける為にできたんだなんて、もし

思うと心に負担が残るんじゃない

かしら』ってずっと言い通してき

たから、つい、今日まで本当の話

をしなかったんだよ。Ｍ子の顔が、

こんなにきれいでいるのも、お母

さんが濡れた毛布でお前を包み、

しっかりと抱きしめたまま必死で

逃げてくれたからなんだよ。お父

さんは、お母さんの顔のヤケドを

見ると、心の中で『ありがとう。

ありがとう。本当にありがとう』

ってお礼を言っているんだよ。｣

私はあとから、あとから流れて

くる涙をどうすることも出来ませ

んでした。｢お母さん有難う。今ま

でのことごめんなさい｣もう胸がつ

まって言葉にはなりませんでした。

母の顔にあるヤケド。今では私

の誇りです。私への愛のしるしな

のです。だから、よそのどんなき

れいな顔のお母さんよりも、私は

私の母の顔を美しいと思っている

のです。

（藤井 均｢世界通信教育情報｣より）

☆最近、ＮＥＴでたくさん見かける１枚クイズより！ ※トンチです。答えは敢えて次回８月号で（ブログひらほく通信にはのちほど）

（ ）に入るアルファベットは？

Ｃ Ｔ Ｄ Ｂ Ｓ （ ）

ヒント･･･セ

（？）に入る言葉はなんでしょう？

おこし 煮付け 焚き火

団子 一つ 渡し

肉 ？ 菜

ある法則に基づいた計算式です。さて？
1111

１＋０＝１

１＋７＝０ では、

６＋１＝１

６＋８＝３

10＋９＝２

８０＋９９＝ ？

植松努氏講演会＠松田町 お陰様で講演会はたくさんの皆さまにご来場いただき、大盛況でした。ありがとうございました。

主催の中野先生のところにたくさんのお礼のお手紙・FAX が届いているそうです。笑いあり、感動あり、子どもたちにもとても分かりやすい内容で、終演後、

元気・やる気をたくさん受け取った皆さんは皆ワクワク瞳を輝かせながら出てこられました。懇親会で植松さんは「私の話をここに来られなかった子ども達にも

聞かせたいと思っています。だから学校教育の中で喋らせてほしい！皆さんから働きかけてほしい！年間授業日数だとか予算だとか言って学校は入れてくれない。

もれのないように、ここに来れない子どもに届けたいと思っています。皆さんにお願いです、学校へ働きかけてほしい。」とおっしゃっていました。まず、家庭の

親御さんに、学校の先生方に「どうせ無理と言わない、子どもたちの夢を奪わない、まず大人がワクワク輝く背中を見せる」という植松さんの伝えたい大切なメ

ッセージをしっかりと受け取ってもらえるように、これからも出来ることで働きかけていきたいと思います。

「恩」という字には“いたみあわれむこと、恵む、慈（いつく）しむ”

という意味があり、ひいては将軍や国王、そして仏様からの深い御心

といった計り知れない大きな恵みをも意味します。

我々は日常生活に

おいて様々な人間関

係を結んでいます

が、互いに相手を気

づかい、困っていた

ら手を差し伸べたり

します。

そんな中、私たち

はついつい、自分が

相手にしてあげたこ

とはいつまでも覚え

ており、それを自ら

の功徳とばかりに高慢な態度を取ってしまいがちであります。逆に誰

かから受けた恩義は、それが当然であると言わんばかりに忘れてしま

いがちであります。

私たちは全く気付いていないかもしれませんが、常に阿弥陀如来の

ご加護（“冥加；みょうが”とも言う）を、目に見えない形で受けてい

ます。阿弥陀如来の御恩や「おかげさま」なんか知ったことではない、

と言い放つ人は、この世で我ほどエライ者はいないのだ、と考えてい

る人によく見受けられる危険な特徴です。

堺市・真光寺「掲示伝道句についての法話」より


